
広島市立図書館

広島市図書館だより

企画展「いしぶみは語る」
令和５年度被爆体験継承事業

会場：中央図書館２階展示ホール　　期間：令和５年７月１日～９月24日

　広島市立図書館では、被爆地広島の図書館として、原爆・
平和に関する資料を積極的に収集し、市民の方に提供し
ています。
　中央図書館では、毎年８月６日を中心に、被爆の実相
や広島市の復興を伝えるとともに、平和の尊さを共有す
るために、被爆体験継承事業として企画展と関連行事を
開催しています。
　今年度の企画展は、「碑（いしぶみ）」に焦点を当てた展
示を行います。戦後、数多くの原爆慰霊碑や平和記念碑
が建立されました。それらには原爆犠牲者への慰霊とと
もに被爆体験継承や世界恒久平和実現への思いが込めら
れています。市内を中心として全国に残る原爆慰霊碑や
平和記念碑について、写真パネルや図書館の所蔵資料などで紹介します。

　関連行事として、７月23日（日）には、広島大学
教育学部の学生４名を講師にお招きし、講演会
「平和を刻む石を探す－広大生による全国原爆碑
調査－」を開催します。令和３年度、広島大学教育
学部社会系コース１年生必修授業「教養ゼミ」では、
全国の原爆慰霊碑を調べる研究が行われました。
その受講生だった４名は、さらに詳しく調査をし
たいと考え、全国にある広島と長崎の原爆にまつ
わる碑の場所や特徴の調査を継続して行いました。
調査の内容や今後の活用などのお話を通して若い
人たちの取組を知っていただければと思います。

　また、８月27日（日）には「被爆体験者の証言を聞く会」を開催します。この事業は、被爆から75年を
過ぎ、被爆の惨禍を知る人の声を直に聞く機会が失われつつある今、体験を語っていただく貴重な場とし
て令和３年度から行っています。３回目となる今回は、原爆投下当時９歳だった頼重道夫氏（広島被爆者
援護会平和学習講師）に自らの被爆体験と平和への思いをお話しいただきます。
　この夏、被爆体験を伝えていくことの大切さをあらためて考える機会として、ぜひ企画展や関連行事に
お越しください。令和５年度被爆体験継承事業の詳細は、ホームページ・チラシでご確認ください。

　▲昨年度の展示の様子

▲講演会「平和を刻む石を探す」講師の皆さん　　　　　　　
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図書館司書がおすすめするこの１冊「青少年の挑戦」

高校生ビジネスプラン作成講座

『スカラブ号の夏休み』上･下

アーサー・ランサム／作
神宮　輝夫／訳
岩波書店　2015年

　初めて自分たちの船スカラブ号を手に入れた、
ドロシアとディックのＤきょうだい。夏休みにナ
ンシイとペギイ姉妹の家に泊まり、帆走を教えて
もらう予定でしたが、彼女たちの大おばさんが突
然やって来たことから、事態は思わぬ方向へ。行
き場のなくなったＤきょうだいは、厳しい大おば
さんに見つからないよう、林の中の小さな小屋で
暮らすことになります。ハンモックの使い方を体
で覚え、もらったウサギの料理方法を考え、失敗
しながらも船を操り……。
　夏の計画を予定どおり進めようと決意し、目ま
ぐるしく活躍する子どもたちの冒険物語です。

『西の魔女が死んだ』

梨木　香歩／著
新潮社　2001年

　中学生になり学校へ行けなくなってしまった少
女まいは、幼い頃から親しんだ祖母の家でしばら
く暮らすことになりました。まいは祖母が魔女の
家系だと知り、魔女修行をすることを決心します。
　魔女になるための必須条件は、自分で考えて自
分で決めやり遂げる意志の力。その修行として早
寝早起き、食事に運動と規則正しい生活を始め、
豊かな自然とともに暮らす知恵を学んでいくう
ち、まいは学校やクラスメイトのことを前向きに
考えるようになります。
　孫の成長を穏やかに見守り導く祖母の言葉の一
つ一つが、生きていく上での拠りどころとなるよ
うな物語です。

　中央図書館では、平成25年から日本政策金融公庫と共催
で高校生・高専生を対象としたビジネスプラン作成講座を実
施しています。この講座では、講義や演習を通して、ビジネ
スプランを作成するために必要な「発想」「マーケティング」
「収支計画」と図書館の資料・情報の活用方法を学ぶことが
できます。また、日本政策金融公庫主催のコンテスト「高校
生ビジネスプラン・グランプリ」応募に向けたサポートもし
ています。
　令和４年度受講者のアンケートによると、ビジネスアイデ
アを考える面白さを感じ、専門的なアドバイスを受けプラン作成への理解を深めることができたようです。
　今年度は、７月27日（木）に講義・演習、８月17日（木）に個別フォローアップ相談会を実施します。今
年も高校生ならではの自由な発想や創造力を活かしたビジネスプランが生まれることを期待しています。

▲令和４年度の様子


